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第19回　夏季大学r新しい気象学」開講のお知らせ

一地球をめぐる風一

主催日本気象学会
後　援　気象庁，東京都教育委員会，日本地学教育学会，

　　　　㈲日本気象協会

　毎年開催し好評を得ましたr新しい気象学」を本年も

開催します．この講座は，新しい気象学の普及をめざ

し，主として小・中・高校の地学・理科担当教師を対象

として行うものですから，特に教職にある方の多数のご

参加を希望いたします．

　　　　　　　　　　　　記

対象小・中・高校の理科担当教師および気象愛好者

　　　　を主体とし，その他学生および一般の希望者．

受講料　一般6，000円，教員5，000円，気象学会員・日

　　　　本地学教育学会員・学生4，500円

日　時昭和60年7月30日（火）12時（受付開始）

　　　　　8月2日（金）16時頃（終了予定）

場所東京都千代田区大手町1の3の4
　　　　　気象庁講堂

　　　　　但し台風来襲時には講堂の使用が不能になり

　　　　　ますので，会場を他に変更することもあり

　　　　　ます．

申込先（〒100）東京都千代田区大手町1－3－4

　　　　　気象庁内

　　　　　日本気象学会事務局

　　　　　TEL・03－212－8341（内線469）

申込締切　昭和60年7月20日まで

●会場への交通

　地下鉄東西線竹橋駅下車

　もしくは

　地下鉄　千代田線，丸の内線，都営三田線

　　　　　大手町駅下車

申込方法

特　典

テキスト

　次頁の様式の申込用紙に記入して申し込んで

下さい．参加決定次第受講票をお送りします．

ただし，定員に達し次第締め切ります．

受講料は，1．現金書留，2・郵便為替，3・振替貯

金（口座番号東京3－5958，加入者名日本気

象学会）のうち適当なものを御利用下さい．

受講者には，講義全内容のテキストを無料配布

します．全講義出席者には日本気象学会入会の

資格および入会金の免除，学会出版物について

の便宜をはかります．

　テキストのみ希望される方は代金を添えて必

要部数を申し込んで下さい．1部1，300円，送

金方法は受講料の送金方法に準じて下さい．な

お，刊行部数が少ないので希望者はできるだけ

早めに申し込んで下さい．
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第19回　夏季大学r新しい気象学」受講申込書

第19回夏季大学の受講を希望いたしますので申し込みます．

受講料は，1．現金書留，2．郵便為替，3・振替貯金で送りました．

　　（受講料の送金方法1～3のいずれかを○で囲んで下さい．）

氏 名 年齢 歳　職業

昭和60年 月 日

自宅住所 （〒 ） 電（　）

勤務先等
名　　称

連絡先 （〒 ） 電（　）

所属学会

………●………’’”………………・…・………・……・………切り取り線……・…・………・・…・……………・………………………

講義時間表

7月30日（火）

7月31日（水）

8月1日（木）

8月2日（金）

午前（10時～12時）

　　　　　　　高層天気図の話

　　　　　丸山健人（気象研究所）

　天気が西から東へ移り変わるのは上空に西寄
りの風が吹いているからだ．高層天気図と天気
について解説する．

　　　　　　局地的な強風現象

　　　　　相馬清二（成践大学）

　航空機をおびやかす乱気流，たつまき，火災
旋風のような特異な強風現象等について，実例
をあげて説明．

　　　　気象衛星から得られる風情報

　　　　嶋村　克（気象庁予報部）

　衛星画像が示す雲の状態と雲の動きから風の
情報が得られる．その方法と基本的な間題点の
話．

午後（13時～15時）

　　　　　　高層大気の大循環

　　　廣田　勇（京都大学・理学部）

　成層圏・中間圏を舞台にくりひろげられる光
と風と波のドラマ．衛星・・ケット・レーダー
等による観測事実とその因果律．

　　　　　高層天気図の解析実習

　　　　　　　丸山健人・他

　地衡風，旋衡風，傾度風，温度風など等圧面
の等高線と風，温度分布と風の関係を実習．

　日本周辺の地震発生の特徴と予知の現状

　　　　　吉田明夫（気象研究所）

　内陸の直下型地震とプレート境界の巨大地震
との関係．長期的・短期的な前兆現象と予知の
手法の現状について．

映　　画

気象教育をめぐる座談会＊

　　　（自由討論）

＊座談会は自由参加です．水曜日と木曜日15時から気象庁見学．
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